
平成２７年度女性まちづくり講座 

「まち・きらきらセミナー」第７弾～子どもも自分も輝く社会～第２回概要 

 

日 時：平成２７年８月２６日（水）１０：００～１２：００ 

場 所：三沢市総合社会福祉センター 

 

内 容 

【悩みシェアタイム】テーマ：「夫の両親との関係」どうしてる？ 

進 行：WOMEN’S VISION 代表 岩本 ヤヨヱさん 

＜自己紹介＞ 

名前と好きな色について。 

＜夫の両親との関係について悩みをシェア＞ 

参加者の様々な悩みをシェアしました。 

 

【幸せオーラ講座】 

講師：青森県男女共同参画センター 館長 小山内 世喜子さん 

＜自分を車の部品で例えると、何に？＞ 

・タイヤ→進むために自ら動いている。 

・アクセル→思い立ったら後先考えず走る。 

・ワイパー→子どもが困った時などに前を見やすくしてあげる。 

・タイヤ→夫がハンドル、タイヤとして動かされている。 

・シート→夫が働いて走っている。その夫に中で守ってもらっているシート。今は子育て中で子どもを守

っているのでチャイルドシート。 

・オイル、潤滑油→仕事柄様々な間に挟まってうまくいくようにする。家庭では自分の親と嫁がうまくい

くように動く。 

・アクセル→スピードを出しながら猪突猛進。仕事ではハンドルだが、性格はアクセル。 

●アクセル、タイヤ、シート、ワイパー、オイルが出たが、車の部品１つ１つがすごく大切なもの。部品

が全て揃わないと車は動かない。みんな様々な個性、良いものがある。それは家庭、地域、社会の中でも

とても大事なもの。１人１人が自分に自信をもって良い。 

 

＜キャリアのイメージは？＞ 

・バリバリ働いている人。官僚とかエリートな人。特技がある人。上に進んでいくイメージ。 

●キャリアを狭い意味で考えると個人が仕事上辿っていく経歴。広い意味で考えると、生まれた時から

の様々な経験や人との関わりの中で習得した知識やマナーなど生きてきた中で得たもの。キャリアはワ

ークとジョブに分かれる。ジョブの仕事が終わったらキャリアが終わりではなく、それ以降もキャリア

を積み重ねることができるし、それまでのキャリアを活かすことができる。キャリアは生き方そのもの

と捉えていい。 

 



＜自分のキャリアシートの作成。（１０分程度）＞ 

●作成し気付いたこと、感想などを述べる。 

小山内氏からのアドバイス 

→子育て、ご飯支度は立派なワークなので自信をもって良い。学生時代の学級委員長なども入る。保育園

の先生も支援してくれる人になる。 

●ずっと働いている方には書きにくいシート。ジョブは職場のそれぞれの課で仕事内容が違うし、係わ

る人も違う。仕事と子育てだけだと定年後に心にぽっかり穴があくので、仕事以外の何かも見つけると

心身ともにバランスがとれた生き方ができる。 

＜人生のキーワード＞ 

●人とのつながりを大切にする。まわりで見てくれる人が何かチャンスがあったら声をかけてくれる。

それがあって今の私がいる。そして責任を持って仕事をすることで信頼を得る。最後にチャレンジする

こと。「女性リーダー養成研修を受けない？」と声をかけてもらった時、最初は断ったが周りの人に「大

丈夫」と言われて参加し、今の私がある。無理だと思ったら次がない。無理だと思っても、そこで諦め

ず、せっかくのチャンスにチャレンジしてみることも大事。自分がやりたいこと、チャンスを逃したく

ないということを伝えると周りの人が助けてくれる。 

＜これからの自分を考えるためのキャリアパスの作成（１０分程度）＞ 

●長期的なキャリアプランを考える。個人生活は自分・家族のことを書き込む。仕事人生は仕事につい

て。これから先「こうなっていたい自分」を書き込む。仕事は書かなくても良い。 

●皆さんの作成したキャリアパスについて発表 

＜メッセージ＞ 

●人生は長いようで短い。先を見据えて今を大事にすることが重要。「やりたいこと」を人に話しておく

と、いろんな人から支援をしてもらえる可能性がある。「自分がどうしたいか、どう生きたいか」を自分

のことを受け止めてくれる人、自分が信頼できる人などに話すことで次につながるのではないか。自分

自身のためにも長期的な生き方、どうしたいのか、何をしたいのかを考えることが大事。毎日の生活が

忙しくて先のことを考える時間がなかなかないと思うが、たまには時間を作って考えることが大事。み

なさんがもっているキャリアを活かしてほしい。学びっぱなし、見っぱなしではなく、必ず気づきがある

と思うので、気づきをもとに自分の目標を計画して実行して欲しい。目標を持つと努力する。努力するこ

とは大変だけど自分の充実感につながる。また、そういう時にぜひ男女共同参画の視点で自分が女だか

ら母親だからと我慢するのではなく、１人の人間としてどう生きたいのか考えていただければと思う。 


